
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

弁護士による「無料法律相談」のご案内 
 毎月定例で無料の法律相談を行っています。どなたでもご利用できます。震災に関わる法

律相談も含め、ぜひご利用ください。 

「事前予約制」です。ご希望の日時に電話予約をお願いします。 
 

● １月１８日（水） 午後２時～４時 

 中央区生活相談所（大江 5‐15‐20）     ℡ 375‐2200 

● ２月１０日（金） 午後４時～６時 

 東区生活相談所（広木町７-２３-２）     ℡ 328‐2656 

● １月２５日（水） 午後１時 30分～４時 

山本のぶひろ渡鹿生活相談所（渡鹿 6‐5‐60）℡ 362‐5181 

● １月２３日（月） 午後６時～８時 

 北区生活相談所（武蔵ケ丘 1‐10‐1）        ℡ 338‐2001 

● ２月９日（木）  午後１時～４時  
   菜の花法律事務所（南区江越 1‐17‐12）   ℡ 322‐2600 
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律相談も含め、ぜひご利用ください。 
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金融庁の金融審議会の報告

書において、公的年金では毎月

５万５０００円赤字になると

して、退職までに２０００万円

の資産形成を促したことにつ

いて、国民の中に怒りと不安が

現在の年金には２００４年の法改定に

より、毎年の年金額を決める際、物価・

賃金の上昇より年金引き上げ分を低く抑

え込み、実質的に削減する「マクロ経済

スライド」という仕組みが導入されてい

ます。この仕組みは、現在４１歳の人が

６５歳になる２０４３年まで続くとさ

れ、約７兆円の給付削減となることを政

府自身が認めています。 

４１歳以下の世代にとっては、年金支

給額はさらに１６００万円下がり、老後

の生活には、合計３６００万円の不足分

が生まれることになります。減り続ける

年金の原因である「マクロ経済スライド」

広がっています。市議会最終日に

は、共産党市議団と市民連合（立

憲民主、社民党、無所属の会派）

で共同提出した「年金制度の拡充

を求める意見書」の採択を求め、

賛成討論を行いました。 

安倍政権は、金融庁の報告書

について「誤解や不安を与える」

との理由で、受け取りを拒否し

ました。しかし、報告書のデー

タは、厚生労働省が示したデー

タであり、事実そのものです。 

共同通信の世論調査では、「老

後に経済的な不安を感じる」と

答えた方が７４％、「年金を信頼

できない」と答えた方が６４％

でした。年金制度の改善は、待

ったなしの課題です。 

安倍政権は昨年度、「老後の資産運

用・取崩しを含めた資産の有効活用」

などを積極的に行う方針を決めまし

た。これを具体化する中で、年金だ

けでは生活できないとの資料が厚労

省より示さています。こうした経過を

見れば、政府の方針をわかりやすく発

信したものが金融庁の報告書です。今

更ごまかし、報告書をなかったものと

することは許されません。 

はきっぱり廃止すべき

です。 

 

討論では、年金制度の拡充

やマクロ経済スライドを廃

止するための対案として、①

高額所得者優遇の厚生年金

保険料の仕組みを見直すな

どして保険料収入を約１兆

円増やすこと、②約２００兆

円にのぼる年金積立金の「温

存」をやめて計画的に取り崩

して活用をすること、③根本

的対策として、年金の支

え手である現役労働者の

賃上げなどで保険料収入

と加入者を増やし年金財

政を安定化させることな

どを示し、採択を求めま

した。 

意見書は、自民、公明

などの反対により、否決

されました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本庁舎の耐震不足、市民も議会も「建替え」に納得していません 
議会での論議はこれから、第 1回「庁舎整備に関する特別委員会」が開かれました 

 6 月 26 日、第 1 回「庁舎整備に関する特別委員会」が開かれ、上野み

えこ議員が参加しました。6 月 3 日から、市民説明会が始まっていますが、

建替えは決まったものではありません。市議会での議論はこれからです。 

「建替え先にありき」の説明に異論が相次ぎました 

 特別委員会では、執行部から

の「建替え先にありき」の説明

に異論が相次ぎました。 

・防災拠点は本庁舎になくても

代替できる。熊本地震で本庁

舎は傾かず、杭の損傷もなく、

タイルも剥げていないことを

市民は知らない。 

・市民の合意形成や議会への説

明は足りていない。「建替え

ありき」の説明は勇み足では

ないか。建替えが１年遅れた

ら30億円以上市の負担が増

えるという説明は、早く早く

と言っているよう。市庁舎問

題は、いろいろと議論してす

すめるべき問題である。 

 

 6 月 3 日から始まっている庁舎建替えについて

の市民説明会の開催状況の中間報告が行われま

した。7 カ所で 107 人の参加者、一番少ないとこ

ろはわずか 8 人という参加者に、特別委員会でも

「市民説明会が開かれているが、説明を果たした

とは言えない状況」という意見も出ました。 
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「説明した」とはとても言えない、参加者の少ない説明会 

どういう方向がよいのか、徹底した検証が必要 

大規模災害への対応も検証を 

 建替えの必要性は「大規模災

害時に使用不能となり支障が出

る」との説明です。しかし、1

カ所に機能を集中していいの

か、庁舎をコンパクトにして災

害のダメージを小さくしては、

すべてが機能しなくなるよりリ

スク分散を、など様々な考え方

があり、充分な検証が必要です。 

 

専門家による検証を行います 

 次回の委員会では、「本庁舎整

備計画作成業務委託報告書」に

意見を述べた 4 人の学識経験者

と、自民党市議団推薦の京都女

子大学非常勤講師で元広島国際

大学工学部教授の齋藤幸雄氏を

参考人として招致し、見解を聞

くことになりました。 
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発
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た
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も
あ
り
、
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心
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災
害
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け
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過
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め
っ
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通
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減
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し
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い
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商
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「
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困
り
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。
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「
年
金
が
減
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、
増
税
な
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。
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う
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暮
ら
し
て
い
け
ば
い
い
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し
ょ
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？
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ど
な
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安
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く
ら
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や
福
祉
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地
域
の
事
業
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生
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し
っ
か
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支
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い
く
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政
治
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あ
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め
ら
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い
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８
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間
働
け
ば
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ま
と
も
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暮
ら
せ
る
」、
そ
ん
な
市

民
の
み
な
さ
ん
の
当
た
り
前
の
願
い
が
叶
う
よ
う
な
世

の
中
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
、
心
か
ら
願
い
ま
す
。 

小
さ
な
つ
ぶ
や
き
に
も
耳
を
傾
け
、
頑
張
り
ま
す
。 

飽田公民館 11 人 

幸田公民館 11 人 

植木公民館 8 人 

東部公民館 18 人 

秋津公民館 18 人 

城南公民館 16 人 

龍田公民館 25 人 

（合計） 107人 
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